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第１９２回研究科委員会・第２９５回教員会議 議事要録 

 

日 時：令和元年１１月２７日（水）１３：３０～１４：３０ 

場 所：後援募金記念棟 会議室１－２ 

議 題 

◆研究科委員会◆ 

［審議事項］ 

１．入学試験委員会 

（１）令和２年度大学院入試（２次募集）合否判定について 

回収資料に基づき、合否判定を行った。共生システム理工学専攻・博士前期課程・

一般入試４名、社会人特別入試２名、外国人留学生特別入試２名、同・博士後期課程・

一般入試１名、環境放射能学専攻・修士課程・外国人留学生特別入試１名の合格を決

定した。 

（２）令和２年度共生システム理工学研究科（博士前期課程・修士課程・博士後期課程）

第３次学生募集の実施について 

資料１に基づき第３次学生募集の実施が提案され、了承された。 

２．その他 

環境放射能研究所副所長より、環境放射能学専攻に博士課程を設置する件の現状に

ついて情報提供があった。１０月３０日に文部科学省で説明を行い、書類の準備等を開

始することとなった。分野融合的であること、サイエンスコミュニケーションや実習を

カリキュラムに取り入れていること、などが高く評価されている。教員ポストを２名要

求する予定である。大学院受験者を確保し続けることが重要である。 

 

◆教員会議◆ 

［審議事項］ 

１．入学試験委員会 

（１）令和２年度推薦入試合否判定について 

回収資料に基づき合否判定を行った。志願者・受験者３０名より、２０名を合格と

することが提案され了承された。合格者のうち県内出身者が１０名であるなどの情

報提供がなされた。 

２．基盤教育委員会 

（１）２０１９年度基盤教育科目等非常勤講師計画について（単発） 

資料２に基づき提案され、了承された。 

［報告事項］ 

１．学類長 

（１）副学長候補適任者等の選挙日程について 

資料３に基づき、選挙日程が報告された。 

２．奨学寄附金等の受入れについて 

資料が投影され、奨学寄附金４件・共同研究１件・受託研究１件が報告された。 

３．その他 

入学試験委員長より、センター試験には本学類の多くの教員が監督者を委嘱される

見込みであることが報告された。 

教職課程委員（教員免許状更新推進室担当）より、２０２０年度の講習の担当者を募

集する旨の報告があった。 

全学入試改革ＷＧメンバーより、数学および理科の出題体制を全学化する方向で検

討している旨の情報提供があり、意見が求められた。 
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教務委員長より、シラバス修正への協力要請があった。２０１９年度入学生に対する

コース配属ガイダンスを１１月２９日に行うことが報告された。過年度生のコース配

属ルールに関して課題が残されていたが、実務的に困難な手法を除外していった結果、

現行の（専攻配属ルールを踏襲し、すでに学修案内に掲載されている）方法とすること

が報告された。細部の検討を継続し、次回以降の教員会議で確定する予定である。 

 

◆教育研究評議会◆ 

○第３２６回（１１月２６日開催）報告 

［審議事項］ 

（１）特定年俸制の仕組みについて（案）（戻り報告） 

５学類とも強い反対はなかった。出された意見や質問に対し、補足説明がなされた。 

（２）２０２１（令和３）年度入試改革の残された課題について（戻り報告） 

各学類から出された意見等に対し、回答・説明がなされた。 

（３）２０２１（令和３）年度福島大学入学者選抜の概要について 

英語の資格検定試験は活用しない。リーディングとリスニングの比率は４：１など

を予告する。また、国語の記述式問題に対する国の動きが流動的なため、大学からの

公表文書には含みを持たせる。１１月２７日にホームページで公開し、１２月には高

校教員説明会を実施する。 

［報告事項］ 

（１）国立大学改革方針に基づく徹底対話に向けた調書骨子について 

文科省との徹底対話に向けた調書の骨子が報告された。 

（２）平成３０年度に係る業務の実績に関する評価結果について 

評価結果が確定し公表された。 

（３）令和元年度計画中間報告の総括について 

中間報告の総括が行われた。 

（４）標的型攻撃メール対応訓練の実施について 

対応訓練が実施されることがアナウンスされた。適切に対応するよう要請があっ

た。 

（５）学長候補者の決定について 

学長選考会議が学長候補者を選考したことが報告された。 


